
 外国語教育メディア学会関西支部 

第 7 次 基礎理論研究部会 第 13 回 研究例会開催のご案内 

 

部 会 長  杉浦香織（立命館大学） 

副部会長  平井 愛（関東学院大学） 

 

◆ 日時： 2013年 12月 1日（日）例会：13:30-16:30  

＊プロジェクトメンバーの方は、10:30までにご参集下さい。 

＊時間厳守でお願い致します。 

 

◆ 場所：関西学院大学大阪梅田キャンパス（K.G.ハブスクエア大阪）14階 1401教室 

【所 在 地】〒530-0013 大阪市北区茶屋町19-19 アプローズタワー 

【アクセス】http://www.kwansei.ac.jp/kg_hub/index.html 

※1401教室は、定員24名、机の配置はロの字・固定です。配線の関係上、机の移動は

できません。 

 

 

◆ 内容：  

(1) 輪読： 藤原 由美（京都教育大学） 

[文献] Housen, A., Kuiken, F., & Vedder, I. (2012). Dimensions of L2 performance and 

proficiency: Complexity, accuracy and fluency in SLA (Language Learning & Language 

Teaching). John Benjamins Pub Co. 

- Chapter 8: The effects of cognitive task complexity on L2 oral production (by Levkina, 

Mayya), pp. 171-198. 

---≪休憩≫ --- 

(2) 研究発表： Yoko Mori (Doshisha University), Donna Erickson (Sophia University), Albert 

Rilliard (LIMS), Tomoko Hori (Tokyo National College of Technology) 

[タイトル]  Naturalness of Japanese learners' English to American and Japanese listeners: 

Effects of vowel duration and intensity, and speaking rate 

（以上、敬称略）  

 

◆ その他： 

以上 

 

事務局：生馬裕子（大阪教育大学） 

連絡先：fndmntltrsig@gmail.com  


